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研究者個人の

アウトリーチ活動を支援する

セルフアーカイブ環境

轟眞市 (NIMS)
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日時: 平成 23年 10月 13日 (木) 10:30–16:20

会場: 物質・材料研究機構千現地区第 2会議室

要旨: 2008年 11月に運用が始まった、NIMS eSciDocシステムの研究者ユーザとして、
研究成果の発信に活用した例を紹介する。学術論文の著者最終稿であっても、それを公
開する意味は大きく、ダウンロード数データは雑誌の購読契約を結んでいない読者層 (専
門外の読者や文系研究者)の存在を浮かび上がらせる。また、研究に関連した画像の配信
は、専門外の読者の興味を惹きつける効果が大きい。研究者にセルフアーカイブする習慣
を根付かせるためには、自発的にやりたくなる／真似したくなる仕掛けをシステムに組み
込むことが必要である。反響を可視化し、面倒な仕事を楽にする機能 (例えば執筆支援機
能)を提供するのが鍵であろう。

参考文献:

• 轟眞市：“研究者の立場からオープンアクセスをどう捉えるか”, 文部科学時報, 1616, pp.
34-35 (2010).
http://pubman.mpdl.mpg.de/pubman/item/escidoc:521980

• 轟眞市：“異分野の研究者から論文を引用されるようになって見えてきたこと”, マテリア
ルインテグレーション, 23, 1, pp. 59-61 (2010).
http://pubman.mpdl.mpg.de/pubman/item/escidoc:198879
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背景 NIMS eSciDocとの関わり

’08/11/4 PubMan運用開始
=⇒ 114文書を登録 (英 36,和 78)

’10/9/20 Imeji試行運用に参加

⇑’06/11/29
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内容

アウトリーチ活動を支援するセルフアーカイブ環境

PubManのご利益

手間を掛けて何が嬉しいのか？

YouTubeのご利益

自己満足以上に得るものはあるのか？

手間 vs.効果

持続可能な活動にするには？
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PubManのご利益 セルフアーカイブ内訳

英 36件 和 78件

学術論文 13 12

会議論文 4 6

講演 12 9

ポスター 1 3

書籍の一部 0 3

連載記事 0 6

その他 6 39
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PubManのご利益 ダウンロード数Best 2 ／ 3年弱

Appl. Surf. Sci. (2006) 1507件

Opt. Lett. (2005) 1457件
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PubManのご利益 著者最終版をセルフアーカイブ

ダウンロード数 1457件／ 3年弱は多い?／少ない?
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PubManのご利益 ブログ de実験ノート論文

ブログでの紹介 11件 (’05–’08)

被引用数: 6 (ISI WoS)
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PubManのご利益 社会科学系論文からの引用

Int. J. Private Law, 2 [4] 459 (2009)

「電網世界の民の声の導入—如何にブログがwebに
基づいた動的な社会ネットワークを展開しているか」

Employee Responsibilities & Rights J., 21 [4] 291 (2009)

「企業の社会的業績と雇用関係の新たな地平線: 企業
ブログの課題と問題点」

Turkish Online J. Educational Tech., 9 [2] 132 (2010)

「多重知性の観点から見た教育現場におけるブログ
の活用」
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PubManのご利益 ダウンロード数Best 2 ／ 3年弱

Appl. Surf. Sci. (2006) 1507件⇐=分野を跨いだ興味

Opt. Lett. (2005) 1457件⇐=?!
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内容

アウトリーチ活動を支援するセルフアーカイブ環境

PubManのご利益

著者最終稿であっても、雑誌の非購読者からの需要大

YouTubeのご利益

自己満足以上に得るものはあるのか？

手間 vs.効果

持続可能な活動にするには？
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YouTubeのご利益 Google動画検索
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YouTubeのご利益 衰えぬ興味
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視聴者を読み物に誘導
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YouTubeのご利益 コンサル会社による 2次利用

ホーム
>オプティペディア
>ファイバーレーザーの基礎
>ファイバーの特性
>ファイバフューズの原因

’09/7月～

Google検索
「ファイバレーザ」

で 1位

Slide 13

第 2回 eSciDoc.JPワークショップ (8)

'

&

$

%

Imejiへの期待

• PubMan(論文)への架け橋たれ

• 画像検索で上位ヒットを

• 動画対応

• 2次利用しやすく

• 手元のファイルと自動同期
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内容

アウトリーチ活動を支援するセルフアーカイブ環境

PubManのご利益

著者最終稿であっても、雑誌の非購読者からの需要大

YouTubeのご利益

興味を持った視聴者に関連資料を示せば食いついてくる

手間 vs.効果

持続可能な活動にするには？
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手間 vs.効果 研究者は雑用が嫌い・反響に弱い

• 自発的にやりたくなる／真似したくなる仕掛け

• 反響の可視化

• 面倒な仕事を楽にする機能

Wikipediaより
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手間 vs.効果 業績リストを執筆支援環境に

• 業績リスト作成サービスは、今やあたりまえ
試す時間なし、いわんやメンテをや!

• ひとつで十分。
手元の原稿ファイルへのリンクがあれば最高

S. Todoroki and T. Konishi: “BibTeX-based manuscript

writing support system for researchers”, The Asian

Journal of TeX, 4, pp. 121-128 (2010). 和訳有
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手間 vs.効果 OA Bookとの私的連携を予定

執筆章のトビラに正誤表と和訳のURL(PubMan)を記載

12月発行予定
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結論 アウトリーチ活動を支援するセルフアーカイブ環境

PubManのご利益

著者最終稿であっても、雑誌の非購読者からの需要大

YouTubeのご利益

興味を持った視聴者に関連資料を示せば食いついてくる

手間 vs.効果

執筆支援機能を提供し、反響を可視化すべし
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